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【目的】生後 6 ヵ月の児を持つ男性（以下、父親とする）の妊娠・出産・子育てに関する
情報源と産後の妻（以下、母親とする）の心身の変化に対する戸惑いを軽減するために入
手しておきたい情報について調査し明らかにすることを目的とする。  
【方法】対象者：2017 年 9 月から 2018 年 3 月に実施された静岡県 A 市の 6 ヵ月児健康相
談を受けた児の父親全員。方法：6 ヵ月児健康相談に来所した母親を介し父親への研究協
力依頼書を配布。独自に作成した無記名自記質問票調査を用い、回収は Web 上で実施した。 
父親の妊娠・出産・育児に関する情報源と産後の母親の変化に対する戸惑いを軽減する
ために入手しておきたい情報等について回答してもらった。倫理的配慮：聖隷クリスト
ファー大学倫理委員会の承認を得た（承認番号 17050）。本研究に利益相反はない。  
【結果】476 名に調査協力依頼書を配布し 83 名より回答（回収率 17.4％）を得た。  
対象者の背景：20 歳代 25.3％、30 歳代 57.8％、40 歳代 16.9％。9 割が正社員。子ども
の出生順位は、はじめて 62.7％、2 人以上 37.3％であり、両親・母親学級に 62.7％が参加
し、出産に 8 割が立ち会っていた。一方、母親の年齢は 20 歳代 43.4％、30 歳代 50.6％、
40 歳代 6.0％であり、産後 6～7 ヵ月時点で 9.6％が就労していた。産後の母親の体調につ
いて、「身体的に健康だが精神的には不調」 20.5％、「身体的には不調だが、精神的には健
康」20.5％、「身体的にも精神的にも不調」7.2％と約半数の父親が母親の体調に何らかの
不調があると捉えており、それらは育児による影響と６割が答えていた。産後の母親の心
身の変化に戸惑いを感じたことがない父親は 9.6％であった。  
父親の妊娠・出産・育児に関する情報源と入手したい情報： 父親は自分が戸惑ったり・
困ったりした時に相談できる相手は 63.9％がいると回答し、相談相手は、友人 34.9％、職
場の人 31.3％、妻に直接相談する 20.5％、自分の親 20.5％の順で多かった。しかし、相
談する相手がいない 16.9％、相談していない 14.5％と回答している父親もいた。情報源は、
携帯サイト・インターネット 78.3％、職場の人 39.8％、友人 27.7％、テレビ・ラジオ 28.9％、
出産・育児に関する雑誌（専門書も含む） 28.9％であり、医師や看護師・助産師 9.6％、
保健師・栄養士 0％であった。「情報を入手する方法がわからない」と回答している父親は
一人もおらず、皆、何かしらの情報源から情報を入手していた。入手したい情報は、「赤ちゃ
んの成長・発達」48.2％、「妻の心の変化」47％、「赤ちゃんがぐずった時の対応」45.8％、
「赤ちゃんの病気とその対応」45.8％等であり、7 割の父親は必要な情報をそれらの情報
源から得ていると答えていた。 
【考察】父親は、妊娠・出産・育児に関して、自分が戸惑ったり、困ったりした時には、
いつでも手軽に情報が入手できる携帯サイト・インターネットを活用していたが、同時に
直接会って話ができる友人や職場の人にも相談しており、必要に応じて情報源を選択して
いた。相談相手の有無が子育ての自信につながる（ベネッセ ,2014）ということから、父親
にとって、子育ての身近な経験者である友人や職場の人等の存在は父親自身が実践する上
で心強い味方となっていると考える。しかし、相談する相手がいない、相談する人がいな
い父親もいるため、相談の場や相談相手ができるような方法を検討する必要がある。 
 
【学会発表の状況】第 58 回日本母性衛生学会総会・学術集会 (2018 年 10 月)に発表予定で
あり、発表抄録をエントリー中である。  
